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 令和５年度 神奈川県立三ツ境支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審議会等名称 神奈川県立三ツ境支援学校 第１回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和５年６月１日（木） 

開 催 場 所 神奈川県立三ツ境支援学校 会議室 

出 席 者 
運営協議会委員（本校校長を含む）９名中、８名出席１名欠席 

事務局教職員 12 名 （管理職、事務長、総括教諭、教諭等） 

次回開催予定日 令和５年 10 月 26 日（木） 

問 合 せ 先 教頭 松本 寛真  電話 045-365-3711 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
議事録 

議事概要とした

理由 
 

〇 会 議 経 過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会  学校長あいさつ、自己紹介、会長選出 

    

２ 議事 

(１) 学校運営の基本方針について 

  ・学校運営協議会の位置付けについて確認。 

  ・学校教育計画を基に５つの視点で設定された目標を４年のサイクルでミッションを

設定し取り組んでいく。グランドデザインはそれを端的に示している。 

・マスクの着脱は個人の判断で行う。 

(２)令和４年度学校評価結果および令和５年度学校評価の目標設定について 

  ・令和４年度の学校評価結果を基に令和 5年度学校評価の目標を設定した。 

  ・コロナ禍での制限からの教育活動の改善に向け、年間指導計画等を丁寧に検討。 

  ・ゲストティーチャー等を取り入れ、キャリア発達につながる指導の充実を図る。 

  ・耐震化工事終了後の三ツ境校舎や横浜緑園高校への分教室移転をうけ、安全管理、

設備管理を適切に行う。 

  ・不祥事防止プログラムについては、当たり前のことを丁寧に行うことで信頼に応え

ていきたい。 

(３)学校目標に関連した各学部・分教室の取組の紹介   

 (４)切れ目のない支援部会の取組について 

  ・障がい者スポーツの充実 

  ・耐震化工事終了後の施設開放 

  ・令和４年度卒業生進路状況について 

 (５)質疑応答・意見交換 

  ・カリキュラムポリシーでつながる教育課程を目指していけるとよい。 

  ・居住地交流の他、学校間交流も文言として明記されているとよい。 

  ・「自己肯定感」がキーワードのように感じられた。社会に出ても同じなので明記さ

れていてよい。 

  ・自分や他者を大切にという話題があった。色々な方と会う経験を持つ機会があると

よい。 

・地域学校への学校コンサルテーションに関すること等、広報活動は、区役所での会

議や自治会の掲示板、回覧板等を活用すると良い。 

・情報リテラシーについて、警察や関係機関をお呼びして学ぶ機会を持つこともでき

る。 

  ・読み聞かせ等でＰＴＡや地域の方が図書のことで関わっていく。 

・令和５年度学校評価目標の実現に向けて、KPI の考え方を参考にするとよい。 

・卒業後の帰宅後の余暇やスポーツについて準備をしていけるとよい。 

３ 事務連絡  

・次回 令和５年 10 月 26 日(木) 
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会 議 資 料 

・令和５年度 三ツ境支援学校 第１回学校運営協議会議 開催要項 

・令和５年度 学校運営協議会委員名簿、本校参加者名簿 

・令和４年度 学校評価報告書 目標設定/実施結果 

・学校教育計画（令和２年度～令和５年度） 

・令和５年度 学校評価報告書 目標設定 

・神奈川県立 三ツ境支援学校 令和５年度学校案内 

・令和５年度 各学部の取組みについて 

・令和５年度 三ツ境支援学校 学校運営協議会切れ目ない支援部会について 

・令和４年度 卒業生進路状況について 

・令和５年度 不祥事ゼロプログラム 

・令和５年度 三ツ境支援学校 年間行事予定 

・神奈川県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則 

・神奈川県立学校に設置する学校運営協議会の運営等に関する要綱 

・校名変更案内リーフレット 

 


